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掠
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製
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が

き

き

あ
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労
働
者
の
移
動

レ
l
ヴ
ェ
社
と
国
信
企
業
の
労
働
者
の
勤
続
年
数
別
構
成
主
比
較
す
る
第

7
表
に
よ
れ
ば
、
レ

1
ヴ
ェ
祉
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ベ
ル
リ
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機
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工
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お
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労
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号

四

労
働
者
数
日
七
二
・
六
%
が
丘
年

以
F
、
し
か
も
四
丘
・
一
ニ
%
が

年
以
下
の
勤
続
年
数
を
一
一
小
し
、
比

較
的
移
動
が
す
く
な
く
、
勤
続
年

数
白
長
い
間
常
企
業
の
ば
あ
い
で

す
b
、
山
六
・
六
%
が
五
年
以
下

の
勤
続
年
数
で
あ
る
。

一
般
的
に
、

労
働
者
の
勤
続
年
数
が
飽
か
悼
の

は
、
も
と
よ

p
、
労
働
者
の
捌
繁

な
移
動
に
基
づ
く
白
で
あ
る
が
、

旦
一
昂
気
変
動
に
よ
り
直
ち
に
影
響
さ

れ
、
最
も
頻
繁
に
移
動
す
る
不
熟

範綜
l手労
の働
み者
で範
?を 仕手

く"干
、半

熟熟
練練
労労
働倒
者者

範
叫
す
b
ま
す
ま
す
頻
繁
な
移
動

傾
向
を
一
日
し

τ
い
る
。

ν

l
ヴ

社
の
労
働
者
の
就
職
時
の
年
令
別
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日

叫

町

削

51327人

I!~ r.4 % 

16歳

17 

18 

19 

20 

21歳

22 
23 
24 

20 

31政

32 
33 

34 

35 

歳m
u
m
m
m山

構
成
を
一
市
す
第
8
表
を
検
討
す
る
な

b
ば

二
五
歳
未
満
で
工
場
へ
入
っ
た
労
働
者
の
比

百
↓
が
最
も
丙
く
、
囚
三
・
八
怖
を
占
め
る
。
し

か
し
、
三
五
歳
ま
で
は
、
最
低
三
三
歳
の

二
人
か

b
最
高
二
三
歳
の
七
二
人
の
間
に
か

占な

p
均
斉
に
配
分
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

事
実
は
労
働
者
の
不
断
の
流
動
ハ
流
出
と
流

も入
あプ

れ長
い映
わす
ゅ手
るも
年月D

Z長
労定
働 L
~h つ

1希有
成A、
と J と

は
共
っ
た
側
面
が
前
面
に
治
し
だ
さ
れ
て
い

ジ

l
メ
ン

λ
M
H
ハ
ル
λ

ケ
社
の
ヴ
ェ
ル
ナ
1
工
場
の
熟
練
労
働
者
心
移
動
理
由
に
か
ん
す
る
調
査
を
概
括
す
る
第
9
お
に
よ
れ
ば
、

る

移
動
理
凹
の
う
ち
で
、
新
し
い
技
術
干
経
験
の
修
得
の
た
め
む
「
修
業
と
向
上
」
が
最
も
多
く
、
不
況
に
よ
る
生
産
制
限
平
生
産
品
目

の
転
換
等
に
基
づ
く
「
作
業
の
欠
如
」
や
、
賃
銀
支
払
白
ヨ
リ
良
好
な
工
場
へ
移
動
す
る
「
僅
少
な
収
入
」
が
そ
れ
に
つ
ぎ
、

「
職
長

請
負
賃
銀
切
下
等
」
、

と

ω衝
突
、
争
議
等
に
よ
る
処
罰
」
も
か
た
り
の
比
重
土
占
め
る
つ
こ
う
し
亡
、
労
働
条
件
白
問
題
(
「
悌
少
な
収
入
」
、

「
事
業
清
算
」
)
に
劣
ら
友
い
比
重

「
劣
悪
な
作
業
、

を
占
め
て
、
新
し
い
技
術
や
経
験

ω修
得
(
「
修
業
主
向
上
」
、

「
職
長
、
と
の
衝
突
、
争
議
等
に
よ
る
処
剖
」
〉
や
景
気
変
動
む
作
用
(
「
作
業
の
欠
如
、

ベ
ル
り
ン
隣
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
仲

「
移
動
好
き
」
〉
が
主
要
な
移
動
浬
由
主
た
す
点
に
留
意
す
ペ
き
で
あ
る
。

四
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(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 

回
出
合
わ
v
o
F
Q
Q
C
ヨ
印
∞
口
町
J
H
M斗

口

出

2

F
ぬ

R
N
O
-
ω
山
口
寸
1
H
A
P
出
回
日
乙
正
]
F
R
Q
O
}
叩
包

何

回

2《
V
F
Eグ

S

Q

己
3

印

H
N
U

大
河
内
一
自
民
原
7
1
治
郎
・
藤
田
若
抗
『
労
働
組
合
の
構
造
と
機
能
』
京
大
出
版
会
刊
、

口

出

2
戸

a
s
o
-
m
m
H
b
j
E匂
か
ら
栴
成
。

$

紅

白

回

目

的

同

JHmω

sth叫叩
ω
一戸町。

一七
J
四
四
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。

か
つ
て
の
機
械
作
業
場
に
お
け
る
親
方
|
職
人
1
徒
弟
の
家
父
長
的
た
労
働
関
係
は
、

i
場
制
へ
移
行
し
た

の
ち
も
、
中
間
親
方
制

N
吉
ωnFE日
E
m古
田
万
吉
田
な
い
し
請
負
親
方
制
〉
r
r
o
a自
由
巳

q
a
2
0昌
と
し
て
、
工
場
内
部
請
負
制

へ
再
編
成
さ
れ
な
が
ら
根
強
く
残
存
し
て
い
る
。
レ

1
ヴ
ェ
社
の
ば
あ
い
、
一
八
八

0
年
代
末
ま
で
い
わ
ゆ
る
二
重
中
間
親
み
制
が
支

配
し
て
い
わ
り
企
業
生
産
部
門
仲
請
負
組
別
背
骨
組
労
働
者
の
二
重
請
負
制
が
設
立
当
初
か
ら
約
二

0
年
間
存
続
し
て
き
た
の

N 

賃
銀
支
払
方
法

で
あ
る
。

一
八
八

0
年
代
に
一
九

O
五
年
と
ほ
ぼ
同
数
の
労
働
者
数
に
対
し
僅
か
六

1
八
人
心
営
業
関
係
の
職
員
を
擁
し
た

だ
け
で
、
熟
練
労
働
者
か

b
上
回
到
し
て
各
生
説
部
門
の
頂
点
に
た
っ
た
請
負
人
口

E
q
E
F
E
2
〈
中
間
親
方
の
第
一
範
隔
)
に
労
働
手

v

l
ヴ
ェ
社
は
、

段
と
原
料
を
提
供
し
て
、
受
註
品
目
白
生
産
主
一
定
の
価
格
と
期
限
で
請
負
わ
せ
、
請
負
人
は
賃
銀
支
払
や
照
明
費
そ

ω
他

ω間
接
費

を
負
担
し
た
。

さ
ら
に
、
各
生
産
部
門
D
請
負
人
白
も
と
に
小
部
門
た
る
組
同
色
。

E
o
が
あ
り
、
こ
れ
を
統
精
す
る
組
長
問
。

-oロロ
3
2
F
S門

(
中
間
親
方
の
第
二
範
鴫
)
は
、
請
負
人
が
企
業
か
ら
請
負
っ
た
生
産
品
日
の
一
部
分
を
請
負
賃
銀
〉
案
。
ぇ
F
F
ロ
で
分
担
」
、

ω労
働

者
の
採
用
と
解
雇
、

ω労
働
者
の
時
間
賃
銀
印
吉
ロ
宏
巳

o
E
の
決
定
、

ゆ
労
働
過
程
一
ω
指
障
と
監
督
等
の
広
汎
左
権
限
を
有
し
℃
い

ベ
ル
リ
ン
機
概
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巻

四
五

第
一
号

立国
有



ベ
ル
リ
ン
機
械
T
L

業
に
お
け
る
労
団
関
係
伺

第
八
十
九
巻

四
ノ、

第

号

四
ノ、

る
。
こ
の
組
長
は
、
そ
の
後
の
職
長
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
職
長
が
固
定
給
と
奨
励
給
を
支
給
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
請

負
人
と
協
定
し
た
請
負
債
銀
額
か

b
組
労
働
者
へ
支
払
う
時
間
賃
銀
狐
士
控
除
し
た
差
額
た
る
詰
負
剰
余
〉

wgagmBn宮
田
ま
た

のは
で詰
あ負
る31罪U
O 得

〉
付
与ず。
門

cfr 
c1> 
g 

ロ
ロ

を

唯

の
収
入
と

し
て
お
D 

こ
の
差
額
の
拡
大
の
た
め
に
中
間
搾
取
者
と
し
て
む
役
割
を
果
し
た

レ

l
ヴ
ェ
社
の
商
業
資
本
の
産
栄
資
本
へ
の
転
化
の
過
挫
で
熟
練
労
働
者
か
ら
上
昇
し
た
詰
負
人
に
生
産
管
理
主
委
ね
た
こ
の
二
重

中
間
親
方
制
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、

V

1
ず
ヱ
起
が
工
作
機
械
製
作
で
競
争
戦
よ
有
利
在
地
位
に
た
フ

τ高
い
利
潤
士
え
て
い
た
た

め
、
そ
の
存
続
を
保
証
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
請
負
人
の
月
収
は
、
熟
練
労
働
者
上
層
の
月
収
の
一

O
倍
以
上
白
三
J
四、

0
0
0
マル

ク
に
、
し
ば
し
ば
五
、

0
0
0
マ
ル
ク
に
さ
え
達
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、

一
八
八

0
年
代
末
か

b
ア
メ
リ
力
合
衆
国
の
工
作
機
械
の

輸
入
が
増
大
し
、
国
内
生
産
者
臼
競
争
も
激
化
し
た
た
め
、
レ
ー
グ
ェ
社
の
生
産
機
構
む
整
怖
と
あ
い
ま
っ

τ、
二
重
中
間
親
方
制
の

再
編
成
は
不
可
避
と
な
ワ
た
。

V

1
ヴ
ェ
社
は
、
一
面
、
請
負
人
主
排
除
し
て
各
生
産
部
門
に
管
理
人
〈
O
B
z
r
R
を
配
置
し
、
組

長
主
固
定
給
と
奨
励
給
宮
支
給
さ
れ
る
職
長
へ
転
化
せ
し
め
て
、
資
木
心
支
配
を
貫
徹
さ
せ
る
と
同
時
に
、
他
問
、
組
労
働
者
の
賃
銀

支
払
方
法
主
時
間
賃
銀
か
ら
話
負
賃
銀
へ
改
め
て
、
労
働
の
強
化
を
企
凶
し
た
の
で
あ
か
o

こ
う
し
て
労
働
関
係
は
、
企
業
請
負
人

(
中
間
親
方
の
第
一
柏
崎

)
1組
長
(
中
問
親
方
の
第
二
範
陪
)
組
労
働
者
(
時
間
賃
銀
)
か
ら
企
業
管
県
人
職
長
〈
請
負
親
方
U
中
間

親
方
)
組
労
働
者
(
請
負
賃
銀
)
へ
再
編
成
さ
れ
た
が
、
な
お
絶
対
的
親
方
支
配
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
職
長
の
機
能
を
許
容
す
る
請
負

親
方
制
が
労
働
関
係
の
悲
軸
に
根
強
く
残
存
し
て
円
る
。

こ
う
し
た
労
働
関
係
り
再
編
過
程
で
、
労
働
者
は
ど
う
し
た
対
応
形
態
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
間
賃
銀
か

b
請
負
賃
銀
へ
の

移
行
に
対
し

τ労
働
者
。
峨
忌
が
認
め

b
れ、

ν

l
ヴ
ェ
社
口
一
八
九
八
年
心
新
設
工
場
へ
の
移
転
に
さ
い
し
て
時
間
賃
銀
一
ど
再
導
入



し
た
。
と
己
ろ
が
、
時
間
質
抑
制
の
も
と
で
労
働
能
率
は
著
し
く
低
下
し
て
、
新
設
工
場
白
生
産
高
は
旧
工
場
の
そ
れ
の
約
七

t
八
O
%

に
減
少
じ
た
た
め
、

一
九

O
一
年
に
レ

l
ず
ェ
社
口
英
米
で
実
験
さ
れ
て
い
た
能
率
報
酬
制
甲
山
日
呂
田
ヨ
百
自
に
逃
げ
道
を
求
め
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
労
働
者
は
λ

ト
ラ
イ
キ
で
も
っ
亡
反
撃
す
る
に
い
た

p
、

れ
が
支
配
的
な
賃
銀
支
払
方
法
と
な
っ
た
。

一
九

O
一
年
末
に
再
び
請
負
賃
訟
が
導
入
さ
れ
、

ζ

も
と
よ
り
、
賃
銀
支
払
方
法
は
労
働
者
の
範
時
や
職
種
に
よ
り
具
っ
て
い
る
。
職
長
は
、
職
場
白
規
模
と
勤
続
年
数
に
応
じ

τ大
て

い
は
二

0
0
マ
ル
ク
か

b
三
0
0
マ
ル
ク
ま
守
の
月
給
金
支
給
さ
れ
、
職
場
心
作
業
能
率
に
よ
り
剖
哨
賃
銀
も
支
給
さ
れ
て

b
u
、
年

功
が
考
慮
さ
れ
る
側
面
が
認
め

b
れ
る
の
し
か
し
、
本
来
の
労
働
者
の
う
ち
、
大
部
分
白
熟
練
労
働
者
、
半
熱
紋
労
働
者
、
女
子
労
働

者
は
請
負
賃
銀
、
少
数
白
関
練
労
働
者
、
不
熟
練
労
働
者
、
徒
弟
は
時
間
賃
銀
で
あ
り
、
い

F
れ
の
ば
あ
い
も
年
令
な

b
び
に
勤
続
年

数
そ
れ
自
体
は
賃
銀
支
払
に
影
響
し
な
い
。
た
だ
、
永
年
勤
続
者
に
対
し
一
回
限
り
の
勤
続
奨
励
金
が
支
給
占
れ
る
だ
け
で
あ
っ
亡
、

い
わ
ゆ
る
年
功
刑
一
賃
銀
は
認
め

b
れ
左
い
。

と
こ
ろ
で
、
各
生
産
部
門
の
実
態
は
か
な
り
の
相
違
士
一
川
す
の
で
、
と
く
に
請
負
賃
加
況
の
支
払
方
誌
に
つ
い
て
た
ち
い
っ
て
考
察
し

よ〉ツ。4
出

回

2
n
r
o
F
a
a
c
ヨ
印
お

叫

芯

民

印

主

ω
ュぇ
-ω

白

ω
去
に
」
白
色
J
h
j

ω
N
F札
担

当

ω
』
一
う
し
た
労
働
関
係
は
陸
諜
別
な
ら
む
に
地
帯
別
に
ず
れ
も
?
一
目
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
の
工
業
経
営
に
普
通
的
た
現
象
で
あ
ョ
た
。
ヤ
イ
デ
ル
ス
は

請
負
親
方
制
を
「
そ
の
最
も
純
粋
な
形
態
に
お
い
て
は
、
親
方
が
自
分
自
身
と
か
れ
の
も
と
に
あ
る
労
働
者
の
た
め
の
立
銀
総
舗
を
う
け
と
っ
て
、

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
心
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巻

阿

b 

第
一
号

四

一己



ベ
ル
り

γ
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
件

第
八
十
九
巻

円
八

第
一
号

四

ノ一、

こ
れ
を
工
場
管
理
部
の
介
入
な
し
に
か
れ
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
支
払
う
古
川
に
あ
る
」
と
理
解
し

(
C
Y
H
a
o
y
p
ぬ
。

~ω
包
傍
点
引
用
者
)
、

こ
の
形
熊
の
請
負
担
制
方
制
は
、
一
八
五

0
年
代
、
一
部
分
は
一
八
二

O

J
三
(U
年
代
に
設
立
さ
れ
た
ラ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
ア

r
l
ν

ン
鉄
鋼
業
で
は

い
ち
は
や
く
消
滅
し
、
と
く
に
一
八
八
凹
年
の
虫
害
保
険
立
法
に
よ
り
労
働
者
の
年
収
を
確
定
す
る
必
要
目
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
完
全
に
消
滅
し

た
が
、
た
だ
ジ
ガ

1
ラ
ソ
ト
の
小
鉄
工
業
等
O
若
干
の
一
L
場
に
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
叙
述
し
て
い
る

Q
E
F
出
回
目
ロ
ー
に
も
呂
田
!

忌
口
)
。
ヤ
イ
プ
ル
ス
は
、
験
紙
制
大
工
業
の
売
肢
が
詰
免
税
方
制
を
駆
淫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
嗣
係
の
歴
史
的
差
異
が
平
均
化
さ
れ
る
こ
と
を

主
張
す
る
の
で
あ
る
が
(
ρ

ご
子
由
民
)
、
も
主
よ
り
、
問
題
な
の
は
そ
う
し
た
発
展
傾
向
。
貴
倣
の
仕
方
で
あ
り
、
請
負
親
方
制
の
生
成
・
発
展

消
滅
の
過
程
を
産
業
別
な
ら
び
に
地
帯
別
に
全
而
的
に
分
析
す
る
一
品
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ャ
ィ
デ
ル
ス
の
い
う
最
も
純
粋
な
形
態

に
お
け
る
請
負
親
方
制
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
組
長
の
機
能
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
組
長
の
四
判
長
へ
の
転
化
に
よ
り
、
ぞ
の
中
間
枠
取
者
と
し

て
の
役
割
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
詰
世
親
方
制
は
形
態
転
化
を
と
げ
つ
つ
存
続
し
て
い
る
点
に
闘
志
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ご
う
し
た
い

、
、
、
、

わ
ぱ
残
存
形
態
の
背
負
親
方
制
は
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
ブ
ァ

1
ν

ン
鉄
鋼
業
に
お
い
て
も
根
強
く
存
続
し
亡
い
る
。
と
も
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ド

イ
ツ
の
工
業
に
さ
ま
ざ
ま
な
偏
差
を
と
も
な
い
な
が
ら
普
温
的
に
認
め
ら
れ
る
工
場
内
部
請
負
制
に
お
け
る
精
粋
形
態
の
請
負
親
方
制
の
残
存
形
態

。
請
負
担
方
制
へ
の
転
化
が
、
時
期
的
に
も
、
エ
ル
ベ
河
以
東
の
焼
業
。
ユ
ン
カ
l
経
首
に
拍
け
る
イ
ン
ス
ト
制
の
デ
プ
タ

γ
ト
制
へ
の
転
化
と
対

応
関
係

rあ
る
点
に
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
(
京
エ
ル
ベ
の
農
業
労
働
者
事
情
に
か
ん
し
て
は
住
谷
一
昔
「
初
期
ウ
ェ

1
バ
l
の
資
本
主
義
成
立

史
論

l
|ド
イ
ツ
資
本
主
義
社
会
分
析
に
関
す
る
思
怨
体
系
研
究
序
耐

l
l」
立
教
経
済
学
研
究
第
一
一
巻
第
一
号
、
一
五

υ
l
一
六
六
ペ
ー
ジ
を

参
照
せ
上
)
。
ド
イ
ツ
と
は
臭
っ
た
基
礎
的
経
済
過
程
を
も
っ
イ
ギ
リ
ス
の
工
場
制
の
初
期
段
階
に
か
な
り
広
汎
に
見
出
さ
れ
た
工
場
内
部
請
負

制
、

F
E
r
z
P
0
1
5
2
P
ヴ
コ
品
目
。

1
2
w
p
∞
吉
井
官
官
戸
田
P
E
2
2
5円
等
む
企
業
主
と
労
働
者
と
の
中
聞
に
介
在
す
る
中
間
層
」

に
つ
い
て
は
、
中
川
敬
一
郎
「
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
経
営
史
の
基
本
問
題
L

社
会
経
済
史
大
系
羽
近
世
後
期

E
、
弘
主
堂
刊
、
二
二
八

1
一
四
二
ペ

ー
ジ
を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
日
本
機
械
工
業
の
工
場
内
部
請
負
制
に
か
ん

L
て
は
、
大
正
期
ま
で
の
頭
目

l
組

長

棒

芯

l
先
手
り
秩
序
に
た
っ

「
親
方
請
負
制
」
を
指
摘
す
る
『
造
船
業
に
お
け
る
技
術
革
新
と
労
務
管
理
』
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
調
査
報
告
第
2
集
、
六
七

1
七
ワ
ベ
ー

タ
を
参
照
せ
よ
。

7
 

8
 
〈

出

国

2
n
v
o円
件
お
お
。
、

ω
仏
国

n
P
4
P
Eのゴ
O
ロ

己

目

的

σ
v
r
m
E明。ベ一

s
s
。
-
回
目
同
九
件



川
町
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
タ
ウ
ン
叶
。
4

5
分
続
賃
規
制
や
ハ
ル
シ

I
出
巴
自
可
割
増
賃
鈍
制
、
イ
ギ
リ
ス

O
ウ
エ
ア
君
。
白
や
ロ
l
ワ

γ

国
C
4
2

む
割
増
賃
銀
制
の
実
験
に
か
ん
す
る
報
道
を
う
け
て
、
レ

1
ド
ウ
ェ
社
か
ら
γ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
が
一
九

C
O年
に
グ
ラ
ス
コ

l
に
派
泣
さ
れ
、
ウ
エ
ア

Ir--ワ
ン
に
つ
い
て
研
究
し
た
。
ウ
エ
ア
は
か
れ
に
節
約
さ
れ
た
作
業
時
間
の
二
分
の
一
を
割
増
賃
銀
と
し
て
付
加
す
る
方
弐
を
提
示
し
た
。
た

N
G

九
時

》
一
え
ば
、
二

O
時
聞
の
作
業
を
四
時
間
で
遂
行
し
た
労
働
者
に
対
し
て
王

+
|
|
|
L
N
時
間
、
つ
生
り
時
間
賞
担
の
三
倍
が
支
払
わ
れ
る
の
で

L

V

M

 

あ
る
。
レ
l
ヴ
ェ
社
で
実
施
さ
れ
た
方
式
は
、
た
と
え
ば
時
間
賃
銀
五

O
プ
ソ

z
γ

一
一
ッ
ヒ
の
鋳
型
工
が
一

0
0時
間
り
基
準
時
聞
の
作
業
を
八

O
時

日
(
)
口
∞
。

聞
で
連
行
し
た
ば
九
い
、
包
日
比
四
×

g
lち
居
間
の
ほ
か
に
(
日
D

立
四
X
H
一
己
ち
出
同
)
×

l
J
d叶
l
u
N
居
間
む
制
増
賃
銀
が
支
払
わ
れ
た
。

か
し
、
作
業
の
基
幣
時
問
。
設
定
に
あ
た
り
、
撰
り
ぬ
き
の
労
働
者
の
み
が
割
増
賃
親
を
う
吋
と
る
よ
う
な
方
法
が
と
ら
れ
、
持
働
者
の
不
満
を
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、
作
業
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
製
品
目
質
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
。
こ
う
し
た
能
率
報
酬
制
。
導
入
は
、

レ
i
ヴ
ヱ
社
の
み
で
な
く
、
他
の
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
諸
工
場
で
企
図
さ
れ
、
い
ず
れ
も
労
働
者
の
嫌
忌
に
よ
り
挫
折
L
、
苦
干
の
工
場
で
は
ス

ト
ラ
イ
キ
を
ひ
き
お
こ
し
た
り
で
あ
る

(
h
Z
9
3己
呂
田
回
日
印
。

E
2
5
m
2
-
a
s
o
印
印
巴
品

1
5
F
国

間

2
n固
め

]
y
s
s
。
』
印
印

E

J
臼)。

川判

Z
4
H
2う
7
B
1
~
a
ぬ

ヘ

Y
2
沼
ジ
l
メ
ン
ス
U

ハ
ル
ス
ケ
社
の
グ
ェ
ル
ナ

1
工
場
で
も
、
一
九

O
入
年
に
「
全
生
産
的
労
働
の
九
二
刊
が
請

負
賃
銀
で
遂
行
さ
れ
る
」
と
い
う

(
2
E
2
p
b
z
同
え

s
b
8
5
4
2ミト
c
L
2
2
皆
、
同
ミ
日
刊
誌
司

PN苦
埼
玉
言
語
F
H
g戸
田
】
寸
旧
〕
9

ω
出
国
自
の
『

-
p
s
s
p
m山
田
品

1
日目

ω
邑
見
出
回
日

l
g

ω
労
働
者
の
賞
銀
収
入
は
基
本
的
に
は
一
定
。
職
種
に
対
す
る
作
業
能
力
に
よ
り
規
定
さ
れ
、
こ
れ
は
さ
し
あ
た
っ
て
年
齢
と
ム
も
に
向
上
す
る
。

労
働
者
白
年
齢
と
賃
銀
収
入
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

ν
1
ヴ
ェ
社
の
ば
あ
い
、
お
お
よ
そ
白
と
こ
ろ
、
賃
銀
収
入
は
凹

O
歳
ぎ
で
は
上
昇
し
、
回

。
歳
か
ら
六

O
成
立
で
は
不
変
で
、
六

C
蔵
こ
ろ
か
ら
著
し
く
減
少
し
て
ゆ
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
(
民
間
2
0
r
F
S
Q
。
-
m
H
o
c
-

こ
う
し
た
傾
向
は
、
労
働
者
の
作
業
能
力
計
三
一
一
立
政
で
頂
点
に
達
す
る
と
い
う
、
。
ノ

I
メ
ン
ス

U

ハ
ル
ス
ケ
社
白
ゲ
ェ
ル
ナ

1
て
場
の
職
員
に
共
通

し
た
見
解
に
よ
っ
て
も
謀
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る

(
Q
同
2
戸

b
a
p
h尽
き
A

A
芯
時
虫
主
将
句
号
、

λ
ろ
是
ミ
芸
吾
、
田
町
、
?
号
、
可
S
芯

喧一言明

E
S
N
F
叫
己
寸
同
出
、
出
品

S
F
5
5、印
N
日
)
。
も
と
よ
り
、
そ
う
し
た
作
業
能
力
は
職
種
忙
よ
っ
て
、
ま
た
同
一
職
種
で
も
機
械
制
生

産
の
発
展
の
も
た
ら
す
労
働
過
程
の
変
化
や
工
場
内
分
業
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
時
期
的
に
も
具
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
(
た
$
と
え
ば
開

H
Z件
。
午

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

第
八
十
九
巻

四
九

第
一
号

四

7L 



ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
帥

第
八
十
九
巻

Z 
O 

第

号

互王

O 

ロ
Z
M
O
戸
口

z
h邑
E
r
g
s晶、
s

Z
吾曲、

Z
Y
3
h
h
b
b
s
同
Z
E
N
H
h
a礼
出

向

2
n
F
E
E』
HS吾志向
3
F
司
王
立
包
宗
F
a
s
h
E
w
b
~リ
ミ
是
お
同
皇
自
r
s
E
h
Z
R
1

事。
h
E
芸
品
ミ
骨
量
包
宮
誌
同
NESi
主
主
足
己
与
量
、
君
主
三
旬
、
3
6
出
o
p
戸

忌
C

由唱団印

HNalHωω

を
さ
し
あ
た
っ
て
参
照
せ
よ
)
、
労
働
者
の

意
欲
、
た
唱
と
え
ば
結
婚
や
家
族
の
増
加
に
よ
る
家
計
支
出
の
増
大
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
意
欲
等
、
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
年
令

な
ら
び
に
勤
続
年
数
は
、
作
業
能
力
あ
る
い
は
労
働
力
の
質
と
離
れ
た
そ
れ
自
体
と
し
て
は
賃
銀
収
入
と
い
ち
お
う
無
関
係
で
あ
る
(
こ
こ
で
い
ち

お
う
と
叙
述
し
た
の
は
、
後
掲
第
H
表
の
註
に
示
し
た
よ
う
に
、
請
負
給
労
働
者
の
時
間
賃
銀
事
町
格
差
が
一
部
品
川
と
位
い
え
勤
続
年
か
ら
生
じ
て

い
る
ぱ
あ
い
が
見
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
コ

ω 
鋳
物
部
門
の
鋳
型
職
長
、
中
子
職
長
、
塗
研
職
長
の
う
ち
、
鋳
型
職
長
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
鋳
型
職
長
は
木
型
工
の
仕
上
げ

た
そ
デ
ル
に
よ
り
造
型
作
業
平
熔
解
作
業
の
難
易
や
使
用
さ
る
べ
き
原
料
を
考
慮
し
て
請
負
価
格
を
決
定
し
、
作
業
を
担
当
す
る
鋳
型

工
や
中
子
工
の
氏
名
お
よ
び
請
負
賃
銀
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
作
業
の
割
当
や
請
負
賃
銀
の
決
定
に
さ
い
し
て
鋳
型
職

長
の
恋
青
山
キ
感
情
が
介
入
寸
る
余
地
が
多
分
に
あ
る
。
し
か
し
、
鋳
物
部
門
の
労
働
者
、
な
か
で
も
鋳
型
工
は
、
金
属
労
働
者
の
う
ち

で
最
も
よ
く
組
織
さ
れ
高
度
に
発
達
し
た
労
働
者
で
あ
り
、
職
長
の
家
父
長
的
支
配
に
抵
抗
す
る
対
錘
と
し
て
、
仲
裁
委
員
会
主
数
年
来

形
成
し
て
き
た
。
作
業
開
始
前
に
、
職
長
の
指
示
し
た
請
負
賃
銀
に
鋳
型
工
が
具
議
を
申
し
立
て
、
職
長
が
こ
の
要
求
を
拍
一
台
し
、
別

白
作
業
も
あ
た
え
な
い
で
事
実
上
の
解
雇
を
行
う
ば
あ
い
、
鋳
型
工
は
管
理
人
に
訴
え
、
こ
れ
で
成
功
し
な
け
れ
ば
、
労
働
者
か
ら
選

出
さ
れ
た
三
人
の
仲
裁
委
員
会
と
経
営
技
師
団
早
口
号
由
回
目

E
町
民
と
の
協
議
に
委
ね
、
こ
の
裁
定
に
は
職
長
も
労
働
者
も
無
条
件
に

服
従
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
鋳
型
工
が
個
別
請
負
問
自
己
保
付
。

a
で
は
た
く
、

団
体
請
負
。

E
3
2島
-
B
E
で
労
働
す

る
ば
あ
い
、
通
常
一
-
一

i
五
人
の
組
が
形
成
さ
れ
、
作
業
終
了
後
に
請
負
賃
銀
総
額
は
組
成
員
に
平
等
に
配
分
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
鋳
型

が工、1) ヤ
こ中
れ子
は工;
士己 カJ
え仕
ず上
係げ
争た
の鋳
対物
象は
と

た主主
つ却F
竺町工

よ
り
砂
催
し
干

皮
同Ij
り
さ
すL

同
時
に
屑
物
か
否
か
の
判
定
も
た
さ
れ
る
の
で
あ
る



ω
出

回

E
n
U
E
F
a
s
己

屯

田

m
E
H
1宕

ω
ベ
ル
リ
γ
機
械
工
業
の
労
間
運
動
は
つ
ね
に
屈
強
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
た
る
鋳
型
工
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
王
年
の
一
機

械
工
場
に
お
け
る
鋳
型
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
根
強
く
残
存
す
る
旧
型
の
骨
働
関
係
を
端
的
に
反
映
す
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ

O
原
因
は
、
川
労
働
者
の
採

用
に
さ
い
し
て
職
長
主
労
働
者
と
の
閣
を
仲
介
し
た
門
荷
が
労
働
者
に
ピ
!
ル
を
持
参
す
る
こ
と
を
強
制
し
た
こ
去
、
刷
工
場
便
所
の
情
掃
ー
と
消
毒

は
稀
に
し
か
行
わ
れ
な
い
り
に
、
各
労
働
者
か
ら
毎
週
一

O
プ
フ
ェ
ソ
ニ
ツ
ヒ
の
控
除
が
な
さ
れ
た
こ
と
、
凶
器
具
の
損
耗
と
災
害
保
険
料
金
支
払

司
た
め
収
入
一
マ
ル
ク
に
つ
ま
一
一
一
・
主
プ
フ
ェ
ン
ニ
ッ
ヒ
も
控
除
さ
れ
た
こ
と
、
町
一
て
り
仙
、
係
争
を
ひ
き
お
こ
寸
賃
銀
控
除
が
頻
蝶
に
行
わ
れ
た

こ
と
、
い
最
も
緊
張
を
必
要
と
す
る
請
負
作
業
で
も
週
収
入
は
一
八

l
一
一
一
マ
ル
ク
を
こ
え
な
か
っ
た
こ
と
、
叫
な
お
一
一
時
間
労
働
日
が
支
配
的

(
 

で
、
時
間
外
労
働
や
日
曜
労
働
が
頻
酷
に
行
わ
わ
た
こ
と
、
以
上
の
六
点
に
あ
っ
た
(
明

f
y
d
ロ
P

R

Q

O

ヨ
印
印

2
1
a
)。
さ
ら
に
、
ベ
ル

リ
ン
金
属
労
働
運
動
史
上
最
初
心
ゼ
不
ス
ト
た
る
一
八
九

O
年
の
鋳
型
工
白
ゼ
ネ
ス
ー
は
、
川
九
時
間
労
働
日
、
川
開
鋳
型
工
と
金
属
持
物
工
に
対
し

週
二
七
マ
ル
ク
、
補
助
労
働
者
に
対
し
週
二
一
マ
ル
ク
凸
最
仮
置
銀
あ
る
い
は
一
五
骨
の
宜
上
、
川
名
週
の
賃
銀
+
文
払
、
以
上
白
要
求
項
目
を
掲
げ

「

、

て
お
り
(
芯
&
ヨ

ω
コ
ー
〕
、
一
八
九
七
年
に
は
、
八
月
に
ボ
ル
ジ
M

ソ
ヒ
工
場
の
三

O
人
の
鮪
型
工
主
二
人
目
中
子
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
、
こ
れ

は
九
月
末
に
二
八
工
場
。
一
一
、
二
九

O
人
の
鋳
型
工
と
中
子
工
お
よ
び
七
七
九
人
の
塗
研
工
と
補
助
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ヘ
波
及
し
た
。
こ
の
大

争
議
の
結
果
、
以
下
白
三
項
目
に
か
ん
し
て
労
資
問
の
協
定
が
成
立
し
た
。
川
請
負
賃
銀
は
、
作
業
の
遂
行
を
指
定
さ
れ
た
鋳
型
工
、
職
長
、
鋳
物

工
場
管
理
人
の
三
者
自
問
で
協
定
さ
れ
る
。
何
鋳
型
工
の
責
任
な
し
に
屑
物
と
な
っ
た
持
駒
に
は
貰
銀
が
支
払
わ
れ
、
係
争
に
さ
い
し
て
は
関
係
持

型
工
の
意
見
が
聴
取
さ
れ
る
。
川
雇
ま
は
ス
}
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
鋳
型
工
お
よ
び
鋳
物
労
働
者
を
、
必
要
に
応
じ
て
再
開
耐

L
、
で
き
る
だ
け
外

部
の
鮪
型
工
を
採
用
し
な
い
。
ま
た
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
労
働
者
は
、
不
参
加
の
労
働
者
に
作
業
場
内
外
で
侮
層
的
言
動
を
し
な
い
義
務
を

履
行
し
て
い
る
限
り
、
ベ
ル
り
シ
金
属
工
業
者
連
盟

40Hσ
自
己
目

2
ロロ

2
呂
江
戸
=
目
岳
民
可

E
Z同
の
職
強
紹
介
所
か
ら
労
働
配
明
書
を
交
付
さ

れ
る
令
官
子
山

E
Y
こ
う
し
て
、
は
じ
め
て
労
貸
別
方
的
↑
組
織
に
よ
り
鋳
物
部
門
全
体
を
包
括
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
白
で
あ
る
。
さ
し
あ

た
っ
て
協
定
の
範
囲
は
制
限
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
の
四
年
の
約
型
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
著
し
く
拡
大
さ
れ
た
。
同
年
八

汀
、
機
関
車
生
産
者
シ
ュ
グ
ァ
ル
ツ
コ
ッ
プ
出
向
-
5
0
H
冨
E
E
E
Z
V
E
P
P
2
3
H
円

movtぐ
R
t
r。
]
品
目
時
物
工
場
町
時
間
外
労
働

が
契
機
と
な
っ
て
糾
型
工
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
針
い
、
一
一
七
錆
崎
工
場
の
一
、
四
一
一
人
の
鋳
型
工
の
ス
ト
ラ
イ
キ
ヘ
波
及
す
る
に
い
作
り
、
ポ
ル
ジ

ヲ
ヒ
〉
目
。
ユ
回
日
百
四
を
委
員
長
と
す
お
資
本
家
側
の
五
人
の
委
員
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
労
働
者
側
の
委
員
と
協
議
を
開
始
し
(
匙
位
、

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巷

互L

第
一
号

11_ 



ベ
ル
リ
ン
機
械
工
主
に
お
け
る
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巻

II 

第
一
号

五:

印
由
山
)
、
次
む
一

O
引
円
の
協
定
が
成
立
し
た
。
川
刊
経
由
施
設
は
夕
方
に
就
業
規
則
に
指
一
を
さ
れ
た
時
刻
に
掛
業
、
と
す
る
。
υ

加
経
慨
施
設
中
断
の
た

め
持
型
工
が
作
業
を
中
絶
し
た
時
聞
は
、
一
時
間
以
上
の
ぱ
あ
い
、
そ
の
技
近
四
週
間
の
賃
銀
率
に
相
応
し
て
補
償
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
最
初
心
一

時
聞
が
経
過
し
な
い
う
叫
に
経
岱
管
理
側

r
辿
告
し
、
そ
の
示
認
を
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
同
府
物
か
否
か
、
焼
却
工
と
持
物
工
場
管
理

側
主
の
意
見
が
相
違
す
る
ば
あ
い
、
企
業
主
か
取
締
役
が
他
部
門
。
一
人
心
技
師
の
委
員
会
が
決
定
す
る
。
関
係
鋳
型
工
り
提
誌
で
一
一
人
以
内
O
他

白
銑
型
工
の
意
見
も
聴
取
さ
れ
る
。
工
業
故
判
所
へ
の
提
訴
は
、
職
業
紹
介
所
の
利
用
や
ベ
ル
り
ン
金
属
工
業
者
連
胤
加
入
企
業
へ
の
扉
怖
か
ら
錆

型
工
を
排
除
す
る
理
由
ル
し
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
阿
川
市
物
は
除
去
ヌ
れ
る
ま
え
に
該
当
鋳
型
土
に
吟
味
の
た
め
提
示
さ
れ
、
こ
の
提
示
が
な
さ
れ
な

い
ば
あ
い
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
持
刑
工
の
作
業
に
対

L
古
畑
叫
が
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
川
作
業
開
始
前
に
価
怖
が
針
型
工
と
協

定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
州
起
草
胤
慌
の
同
耕
作
、
乾
燥
寄
り
整
備
、
約
物
工
場
の
海
月
づ
け
の
た
め
に
十
分
な
補
助
労
働
者
が
任
用
さ
れ
る
。
叫
企
業

付
作
業
の
で
き
る
だ
吋
冊
一
正
な
配
丹
の
た
め
に
配
慮
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
斗
十
分
な
洗
隈
施
設
お
よ
び
衣
類
戸
棚
を
設
備
す
る
。
日
持
型
工
は

T
V
 

適
時
に
通
告
し
て
工
場
管
理
側
に
異
議
を
申
し
立
て
る
ζ

と
が
で
き
る
。
委
員
会
成
員
の
解
雇
は
ム
場
管
理
側
の
諒
牌
を
え
亡
は
じ
め
て
行
わ
れ
う

る
。
同
す
べ
て
の
メ
ト
ラ
イ
キ
参
加
古
は
、
新
規
労
働
者
の
採
川
以
前
に
、
仕
事
が
あ
る
限
り
、
作
業
へ
復
帰
す
る
a

委
員
会
成
員
は
そ
の
代
表
す

る
党
派
を
上
位
者
に
通
知
す
る
(
出
国

2υV己
F

S

Q

C

}

山
山
口
印

i
H
5
1
以
上
一
(
い
)
噴
目
の
う
ち
、
最
も
旦
要
な
項
同
は
、
附
物
に
か
ん

す
る
協
定
、
作
業
開
始
前
の
請
負
価
植
の
確
定
お
よ
び
個
々
の
受
註
作
業
の
適
正
配
分
を
内
蒋
と
す
る
凶
項
目
(
山
、
山
、

v
、
問
)
で
あ
る
。
と

も
あ
れ
、
こ
う
し
た
協
定
の
成
立
は
賃
卒
協
定
へ
向
う
別
段
階
を
意
味
し
た

Q
E
F
ω

同
叶
)
。

鍛
造
部
門
の
鍛
治
職
長
は
、
鋳
型
職
長
よ
り
も
遥
か
に
独
立
心
地
位
を
有
し
、
か
つ
て
の
中
間
親
方
の
第
二
範
時
た
る
組
長
と

但)
い
う
レ

l
ヴ
ェ
社
の
特
殊
事
情
に
基
づ
〈
と
こ
ろ
も
多
い
が
、

カ

γ
と
コ
守
口
当
日

n
z
g口
町
向
島

E
口
町
が
基
本
的
要
因
を
な
し
て
い
る
事
情
に
由
来
し
て
い
る
。
鍛
冶
職
長
は
、
鋳
型
戦
長
の
ば

面

五
年
技指h

術議
0) 

労府!

皇自
宅号 .& 
守山 1 

F戸一 引

E主
L蔀
件口1・
統、ニ
ヵ;、壬

支・え
配、生p

L.雇
'し
鍛て
治い
二E る
白と

他
面

比
肩
し
う
る
権
力
的
地
位
を
維
持
し
て
い
る
。
と
れ
は
、

あ
い
と
同
様
に
、
機
械
H
H
器
具
製
作
部
門
か

b
受
註
し
た
作
業
主
担
当
す
る
鍛
治
工
の
氏
名
と
請
負
賃
銀
を
指
示
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

鍛
治
工
は
、
決
し

τ個
別
請
負
で
作
業
し
な
い
で
、
棋
院
伊
豆
円
自
由
旦
司
が
先
千

N
B
n
F
思
想
ロ
ロ
自
民
間
R

F恒
常
円
の
向
ζ
う
鎚
で
、



組
を
な
し
て
団
体
請
負
で
作
業
す
る
。
そ
の
ば
あ
い
、
横
庄
は
請
負
親
方
で
あ
ヲ
て
、
作
業
の
遂
行
の
み
で
な
く
、
団
体
請
負
賃
銀
の

配
分
も
担
当
す
る
。

た
と
え
ば
、

一
週
間
五
八
時
間
の
労
働
時
間
で
団
体
請
負
賃
銀
八
八
・
二

0
マ
ル
ク
が
支
給
さ
れ
、
徒
弟
に
四
マ
ル
ク
、
先
手
に
一
二

七
-
六

0
マ
ル
ク
が
配
分
さ
れ
、
横
座
は
残
余
の
四
六
・
六

0
マ
ル
ク
を
取
得
し
た
υ

己
の
団
体
請
負
賃
飢
を
、
徒
弟
八
ブ
フ
ェ
ン
ニ

ッ
ヒ
、
先
手
六

O
aフ
フ
ェ
γ
ニ
ッ
ヒ
、
横
座
七

O
。
フ
フ
ェ

Y

ニ
ッ
ヒ
と
い
う
擬
制
的
な
時
間
賃
銀
率
に
比
例
し
て
配
分
す
れ
ば
、
徒
弟

一
マ
ル
ク
、
先
手
三
八
・
三
五
マ
ル
ク
、
較
座
四
凹
・
七
四
マ
ル
グ
と
な
る
。
い
ち
沿
う
擬
制
的
な
時
間
賃
銀
率
が
団
体
請
負

賃
銀
の
配
分
の
基
礎
に
治
か
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
検
康
の
個
人
的
裁
量
が
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

横
座
の
悶
体
請
負
賃
銀
の
怒
意
的
配
分
を
制
限
す
る
た
め
に
、
鍛
治
職
長
は
、
横
川
比
の
決
定
し
た
配
分
方
式
に
追
認
を
あ
た
え
る
建

五前
に
在
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
干
渉
す
る
こ
と
は
稀
で
、
形
式
的
な
追
認
を
あ
た
え
て
横
座
心
自
由
裁
量
に
委
ね
、
横
座
も
鍛
治
職

長
が
決
定
し
た
低
い
請
負
師
格
に
異
J

訟
を
申
し
立
て
た
り
し
な
い
。
ま
た
、
若
い
鍛
治
一
斗
た
お
先
手
も
、

一
面
‘
鍛
冶
職
長
や
横
山
世
に

抵
抗
し
ろ
る
ほ
ど
強
く
組
織
さ
れ
て
い
な
い
が
、
他
面
、
む
し
ろ
自
ら
横
座
に
上
昇
し
て
、
現
ん
忙
の
低
い
賃
銀
に
堤
合
吐
を
す
る
機
会

主
え
よ
う
と
す
る
志
識
を
も
っ

τ
い
る
。
こ
う
し

τ、
鍛
造
部
門
に
は
鍛
治
職
長
棋
院

l
先
干
の
利
益
共
同
態

HEO耳
目

g
問
。
目
。

E
n宮
内
内
に
基
づ
〈
家
父
長
的
な
労
働
関
係
が
根
強
く
存
続
し
て
治
目
、

v

l
ヴ
ェ
祉
の
み
で
な
〈
一
般
的
に
、
横
座
先
手
関
係
の

う
ち
に
し
ば
し
ば
専
制
的
閉
山
係
日

o
E
R
E
R
E
2
4
2
5
-
S出
が
支
配
し
て
恒
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
40

ω
C
H
O
E己
タ
白
色
。
一
回
、
命
日
ヤ
イ
一
ア
ル
ス
は
ラ
イ
γ

グ
a

ス
ト
ア
ー

ν
ン
鉄
鋼
業
の
似
岩
部
門
で
も
「
経
営
組
織
の
近
代
化
」
の
歩
み
が

欠
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
鍛
治
工
心
団
体
請
負
首
相
引
の
配
分
の
回
世
態
を
検
出
し

τ
い
る
。
第
一
形
態
は
、
伝
統
的
な
、
そ
れ
ゆ
え
工
場
に
よ

っ
て
通
則
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
半
に
よ
る
百
分
比
的
配
分
で
あ
り
、
百
一
時
な
お
最
も
慣
用
さ
れ
た
配
分
方
式
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、

ω先

手
一
人
の
ば
あ
い
、
検
出
六
C
M川
、
先
手
四
O
弘
、
川
川
先
手
二
人
の
ば
あ
い
、
抗
陸
四
二
%
、
各
先
手
二
九
%
、
川
先
手
三
人
心
ば
あ
い
、
仙
山
座
三

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
来
に
お
け
る
労
働
関
係
同

第
八
十
九
巻

x 

節
一
古

五L



へ
ル
リ

γ
機
械
工
業
に
お
け
る
件
闘
関
係
伺

第
λ
十
九
巻

五
I~g 

節

五
四

七
%
、
各
先
手
二
一
%
と
い
う
比
率
が
支
酎
的
で
あ
っ
た
。
も
之
よ
り
、
配
分
方
式
は
多
様
で
あ
り
、
出
座

2
3
、
先
手
I
一3
、
あ
る
い
は
松
監

五
O
%
、
先
手
残
余
の
五
C
%
を
平
等
に
配
分
、
等
の
比
率
も
制
紫
に
用
い
ら
れ
た
。
第
一
形
態
は
、
純
粋
な
詩
血
親
方
制
て
あ
る
が
、
ラ
イ
ン
ヴ

ェ
ス
}
フ
ァ
1

レ
シ
で
は
第
一
山
形
態
の
伝
統
的
配
分
と
実
際
に
は
さ
し
て
央
っ
て
い
な
い
。
州
帆
座
が
組
成
員
の
先
手
心
配
分
を
決
定
し
て
、
職
長
の

迫
認
を
う
付
、
し
か
も
阻
舟
の
比
率
は
伝
統
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
形
態
は
、
職
長
に
よ
る
配
分
の
確
定
で
あ
り
、
年
輩
の
仙

庄
に
対
し
て
も
十
丹
な
柁
戚
を
も
っ
有
桔
な
職
長
が
い
ゐ
ば
あ
い
、
か
れ
が
組
賦
貝
の
先
干
の
配
分
を
決
定
す
る
。
た
と
え
ば
、
三
五
フ
フ
ェ

γ
一一

ツ
ヒ
の
擬
制
的
な
時
同
伐
銀
率
合
も
つ
先
手
に
対
し
て
、
職
円
以
は
、
先
手
が
請
負
作
業
で
は
時
間
当
り
四
二
プ
フ
ェ
ン
ニ
ッ
ヒ
の
収
入
を
え
る
こ
と

を
決
定
し
、
間
体
請
負
賃
銀
か
ら
先
干
の
ニ
の
時
間
賃
銀
を
控
除
L
た
残
額
が
横
座
の
収
入
と
な
る
。
こ
の
ぱ
あ
い
抽
直
は
、
作
業
の
進
行
を
は
や

め
て
、
節
約
時
問
。
も
れ
れ
ら
す
請
負
剰
余
を
肱
大
す
る
こ
と
に
関
心
を
抱
く
。
第
三
形
態
は
、
百
分
比
的
配
八
げ
の
方
式
を
故
架
し
て
い
る
が
、

L
か

し
、
事
実
上
は
拡
統
的
配
分
の
比
率
が
一
般
に
持
持
さ
れ
亡
い
る
点
で
、
第
二
形
態
と
共
泊
し
て
い
あ
。
と
の
伝
統
的
配
分
の
比
率
が
打
航
さ
れ
a

、

、

、

、

、

、

て
、
職
長
が
請
負
作
業
で
あ
た
え
ら
れ
る
時
間
賃
銀
を
該
当
職
棋
の
労
働
力
の
市
場
の
伽
格
に
よ
り
決
定
す
る
ば
あ
い
、
節
目
形
態
た
る
日
拾
に
よ

る
請
負
賃
銀
の
配
分
が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
拙
庄
の
棋
り
ぬ
き
の
熟
練
が
労
働
過
程
の
某
本
的
要
因
を
な
し
て
い
る
点
に
制
約
さ
れ
て
、
し
ば
し

ば
横
障
の
『
先
取
り
」

4
0
2
5
が
認
め
ら
れ
る
ω

ジ
ー
ガ
l
ラ
ン
ト
の
一
大
工
場
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
回
件
背
負
賃
銀
か
ら
ま
ず
擬
制
酌
な
時
間

賞
銀
が
控
除
さ
れ
た
の
も
、
残
額
の
請
負
剰
余
の
う

h
1
一4
を
横
庄
が
先
取
り
し
て
、
他
の

3
一4
が
杭
康
之
先
手
の
聞
に
日
給
に
よ
っ
て
配
分
さ

れ
る
ハ
安
子
出
∞
日

1
2
1
以
上
の
同
形
熊
む
う
ち
第
二
形
態
の
み
を
ヤ
イ
デ
ル
ス
は
純
粋
な
請
負
親
方
制
の
変
容
さ
れ
た
も
の
と
し
て
叙
述

し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
形
態
も
残
存
形
態
。
請
免
親
方
制
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(4) (3) (2) 

出
印
刷
。

Z叶、
h

H

S

G
ヨ

凶

同

町

ω

出

回

2
0げ
O

H

Y

S

S

0

・
∞
山
富

i
コ

ロ
H
L
P
ロハ凶
F

Q

Q

O

、

m
u日
日

(。
機
械
H
H
器
具
製
作
部
門
で
は
、
請
負
賃
銀
の
配
分
は
計
算
事
務
局
間
色

E
-
E
5
5
E
2
E
の
熟
練
労
働
者
出
身
の
計
算
係

反
覆
さ
れ
る
作
業
に
つ
い
て
は
経
験

K
基
づ
い
で
第
四
表
の
主
、
っ
た
請
負
債
銀
表
が
確
定
さ
れ
る
。

問
問

-FCMEHR
に
委
ね
b
れ
、

時
に
二
台
以
上
白
工
作
機
械
を
担
当
す
る
労
働
者
は
、
た
と
え
ば
一
台
日
は
請
負
賃
銀
の
一
O
心
%
、
二
台
目
は
五
O
%
、
三
台
目
は 同
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日
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21 
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400 

500 

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
担
け
る
労
働
関
係
伺

二
五
%
と
い
っ
た
、
請
負
賃
銀
の
一
定
の
百
分
比
的
減
少
を
う
け
る
。
こ
う
し
℃

職
長
は
さ
し
あ
た
れ
J

請
負
賃
銀
臼
決
定
に
友
ん
b
の
影
響
力
を
も
た
去
い
。
職
長

は
請
負
賃
銀
に
対
す
る
労
働
者
自
異
議
を
計
算
係
へ
伝
達
す
る
だ
け
で
あ
り
、
計

算
係
が
要
求
を
拒
否
す
る
ば
あ
い
、
さ
ら
に
経
蛍
技
師
に
要
求
が
も
b
だ
さ
れ
る
。

し
か
し
、
機
械
H

容
具
製
作
部
門
に
語
い
て
も
、
職
長
に
よ
り
各
請
負
給
労
働

者
に
対
し
時
間
賃
銀
率
が
確
定
さ
れ
る
。
時
間
給
労
働
者
の
時
間
賃
銀
率
は
雇
傭

に
さ
い
し
て
規
制
さ
れ
る
が
、
請
負
給
労
働
者
旧
時
間
賃
銀
率
は
、
作
業
開
始
後

数
日
を
経
過
し

τ、
職
長

ω
各
労
働
者
の
職
種
乙
作
業
能
力
に
か
ん
す
る
判
断
に

基
づ
い
て
惟
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
請
負
給
労
働
者
心
時
間
賃
銀
率
は
、
週
末
に

40 

作
業
が
完
了
し
な
い
ば
あ
い
や
、
経
営
撹
乱
に
よ

E
作
業
が
一
時
中
断
さ
れ
た
ば

35 

あ
い
に
、
賃
銀
支
払
の
た
め
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
団
体
請
負
賃
銀

ω
配
分
の
基

準
と
さ
れ
る
。

25 

以
上
は
個
別
請
負
白
ば
あ
同
円
で
あ
る
が
、
機
械
川
目
標
具
製
作
部
門
で
も
、
多
数

の
労
働
者
が
、

フ
ラ
イ
ス
工
組
、

塗
工
組
、

仕
上
工
組
等
の
組
を
形
成
し
て
、

団
体
請
負
で
作
菜
し
、
最
大
白
組
は
仕
上
工
に
よ
る
組
立
作
業
に
見
出
さ
れ
る
。

以
前
に
は
、
こ
う
し
た
組
で
請
負
親
方
が
、
鍛
造
部
門
に
お
け
る
横
座
と
同
様
の

家
父
長
的
支
配
を
維
持
し
て
い
た
が
、
労
働
過
程
の
変
化
と
工
場
内
分
業
の
進
展

第
八
十
九
巻

Ii 

五

第
一
号

主
五



ベ
ル
リ
ン
機
械
丁
一
業
に
お
け
る
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巻

五
六

第
一
号

五
六

に
と
も
な
い
主
の
権
力
的
地
位
は
揺
が
さ
れ
た
。
一
フ
イ
ヘ
ル

t
の
調
査
当
時
に
は
、
た
と
え
組
長
問
。
目
。
ロ

E
ロ
B
F刊
号
が
あ
っ
た
と
し

て
也
、
か
れ
は
請
負
賃
銀
の
配
分
に
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
。
組
長
は
特
別
に
有
能
な
、
自

b
も
労
働
す
る
伍
長
戸
、

o
E一号
2
2
な
の

で
あ
っ
て
、
請
負
賃
銀
民
不
満
在
ば
あ
い
に
計
算
事
務
局
に
対
し
て
組
を
代
表
す
る
に
と
ど
ま
る
。
組
の
他
の
成
員
の
構
成
中
時
間
賃

銀
率
の
決
定
は
職
長
が
行
い
、
計
算
事
務
局
が
、
第
H
車
内
ゐ
よ
び
第
ロ
あ
白
事
例
が
一
日
す
よ
う
に
、
組
労
働
者
の
作
業
時
間
と
時
間
質

銀
率
を
基
準
と
し

τ請
負
賃
銀
を
配
分
す
る
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
己
の
よ
う
な
組
請
負
が
普
及
す
る
に
と
も
左
い
、
機
械
H
H
器
具

製
作
部
門
に
数
多
の
小
部
門
が
発
生
し
て
、
相
互
の
聞
に
分
業
が
成
立
し
、
小
組
立
問
Z
E円。ロ
Z
問
。
で
小
部
品
が
組
立
て

b
れ
、
大

第11表

第四苦 器具製作部門における仕上工組

7UI  55 I 

(;:|ン57古i 40.60 1 31.91 
剰余O1K) 135.14 I 27.50 

総収入0110 凡 741叫 0ド6.411 叩 115叩

註 組長 (A)と助手 (B.C)は熟綜仕上工であり，

Dは徒弟である。組長は50歳で30年勤続， Bは25歳
で2年勤続であり， cは作業中に能力のないことが
わかり，直ちに作業を止めたので，徒弟ε同様に剰
余白配分をうけることができなかった。

1
Z
6
4
 

0

8

6

 

2
正

2

;

9

6

 

組
立
の
日
回
目
。
E
M
Z問
。
で
完
全

友
機
械
へ
組
立
て

b
れ
る
と
い
っ

てた
レ3 、
る組
。4)相

互
巴

依
存
関
係
ヵ;
生
じ

こ
う
し
て
、
労
働
過
程
の
変
化

機と
械工
11 場
器内
具分
製業
i乍の
部進
門展
でが
はめ著
、し

職い

長
白
機
能
は
制
限
さ
れ
、
旧
型
の

労
働
関
係
白
新
型
白
そ
れ
へ
の
再

編
成
な
ら
び
に
多
面
的
労
働
に
従

事
す
る
職
人
的
性
格
の
旧
型
の
↑
労



〉

働
者
の
部
分
的
労
働
に
特
殊
化
さ
れ
た
新
型
白
労
働
者
へ
の
交
代
の
過
程
丸
、
鍛
造
部
門
や
鋳
物
部
門
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
だ
段
階

に
あ
る
と
い
っ

τも
よ
い
。

ω
出

国

o
v
n
Z
F
R
色
。
、
印
戸

仙

判

肘

守

児

科

目

H
U

。

同
一
円
止
v
ι
E
-
m
H
M】

川
刊
号
札

-
m印
叶

N
t
E
ラ
イ
ン
-

H

ソ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
ν
γ
鉄
鋼
業
の
ぱ
あ
い
に
も
、
ヤ
イ
デ
ル
ス
に
よ
り
、
機
械
H
H
器
具
製
作
部
門
と
鍛
造
部
門
の

労
働
関
係
白
差
異
が
強
調
さ
れ
、
仕
上
工
組
の
「
あ
る
程
度
民
主
的
な
組
線
」
と
鍛
治
工
組
。
「
権
威
的
な
桔
成
」
色
町
対
蹴
的
な
性
格
が
指
摘
さ

れ
て
い
る

(
O
T
M
r
r
-
h
N
S
。
一
回
沼
)
。
も
と
よ
り
、
仕
上
工
組
に
も
多
障
な
形
態
が
認
め
ら
れ
る

cω
鋲
打
祖
国
お
け
W
E
O
回
目
。
で
は
団

体
罰
負
質
錦
町
百
卦
比
的
配
分
が
行
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
汽
幡
製
作
に
は
三
種
類
の
鋲
打
組
が
あ
り
、
例
鋲
打
隣
組
で
は
、
鋲
打
長
司
H
R日
2
2
2

四
の
%
、
二
人
心
助
手
国
民
己

2
Z
各
二
芥
%
、
鋲
焼
き
呂

2
3
d
E円
自
己
一
の
一
%
、
同
開
手
鋲
れ
機
組
で
は
、
鋲
打
工
七
五
%
、
下
働
き

国
U
Z
P
D
m
o
二
五
%
、
制
手
鋲
打
組
で
は
、
話
打
長
、
鋲
置
き
〈
ヨ
吉
正
白
、
三
人
心
ア
テ
番

N
E
n
E
J
2、
鋲
位
き
り
聞
の
配
分
自
比
率
は

多
様
、
等
の
事
例
が
見
出
さ
れ
る
が
、
日
給
に
よ
る
配
分
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
鋲
打
組
mu

ば
あ
い
、
労
働
過
程
に
お
い
て
鍛
治
工

組
の
横
座
と
先
手
の
間
に
認
め
ら
れ
る
作
業
能
力
の
大
き
な
へ
だ
た
り
が
存
丘
し
な
い
た
め
、
作
業
開
始
前
に
組
成
員
が
配
分
の
比
率
に
か
ん
し
て

協
宗
し
う
る
。
同
組
立
組
肖
。

E
P問。
w
o
Eロロ
σ
の
規
模
は
、
当
然
に
、
組
立
の
種
類
に
規
定
さ
れ
る
。
同
大
多
数
の
機
械
は
、
仕
上
工
、
助
手
、

徒
弟
泊
三
人
の
組
、
重
機
械
は
仕
上
工
、
助
手
、
粧
弟
各
々
二
人
の
組
に
よ
っ
て
組
立
て
ら
れ
、
職
長
に
属
す
る
徒
弟
が
一
定
の
時
間
質
銀
事
で
支

払
わ
れ
る
ほ
か
、
組
成
員
は
請
負
賃
銀
の
平
等
の
配
分
を
う
け
る
の
を
通
例
と
し
て
お
わ
、
組
は
「
民
主
的
」
な
構
成
を
一
市
す
。
た
と
え
ば
、
デ
ュ

ヲ
セ
ル
ド
ル
フ
の
一
工
作
機
械
工
場
で
は
、
大
規
模
の
組
は
皆
仰
山
で
あ
り
、
例
別
作
業
が
多
数
で
、
捲
上
機
は
一
一
人
、
一
ム
作
機
械
は
大
て
い
四
人
の

網
陀
よ
り
組
立
て
ら
れ
て
い
る
。
川
阿
弥
み
草
の
加
工
ゃ
熔
鉱
炉
骨
組
の
建
設
等
の
四

t
一
一
立
入
り
組
立
組
で
は
、
組
成
員
も
作
業
中
に
し
ば
し
ば
交

代
す
る
た
め
、
労
働
過
程
を
規
制
す
る
山
長
〈
O
同
月
ヴ
宮
古
刊
の
機
能
が
重
要
に
た
る
。
し
か
し
、
ラ
イ
ソ
・
ヴ
z

ス
ト
ア
ァ
l
レ
ン
鉄
鋼
業
の
大

経
常
は
設
立
当
初
か
ら
す
で
に
、

H
給
に
よ
る
請
負
賃
銀
の
配
丹
を
導
入
し
て
い
た
た
め
一
、
組
立
組
に
お
け
る
木
防
相
的
な
請
負
親
方
制
は
決
し
て
広

範
囲
に
成
立
す
る
こ

k
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
先
進
的
な
工
場
は
、
伍
長
の
機
能
を
重
視
し
て
、
日
給
に
よ
る
請
負
賃
銀
の
配
分
に
次

。
一
つ
の
方
式
の
修
正
を
加
え
た
。
第
一
の
方
式
は
、
伍
長
の
時
間
信
銀
串
で
は
そ
の
作
業
能
力
の
み
許
価
さ
れ
て
い
て
、
指
怖
や
責
任
に
対
す
る

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
傾
斜

第
八
十
九
巻

五
七

第

勺

五
b 



ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
伺

第
八
十
九
巻

ヨ王
/、

第

号

?寸

ノ1

考
慮
が
欠
け
て
い
る
た
阜
、
恒
長
に
し
ば
し
ば
請
負
剰
令
の
一

C
M刊
の
先
取
り
を
許
し
た
。
第
二
白
方
式
は
、
組
立
作
業
中
、
時
間
賃
錦
亭
そ
の
も

の
の
暫
定
的
な
惇
正
を
加
え
る
。
た
と
え
ば
、
ケ
ル
ン
の
一
工
場
で
は
、
組
立
作
業
中
、
作
業
能
力
か
す
ぐ
れ
組
長
(
何
回
震
と
同
じ
仙
格
〕
と
な
っ
た
仏

土
工
の
時
間
賃
銀
率
は
同
軍
プ
フ
ェ
ン
ニ
ザ
ヒ
か
ら
五
五
プ
フ
エ
ゾ
ユ
ツ
ヒ
ヘ
、
他
。
組
成
員
た
る
仕
上
工
町
一
時
間
賃
銀
平
も
、
凹
芥
フ
フ
ェ
ン
一
一

ツ
ヒ
一
人
、
目
。
フ
フ
ェ
ン
ユ
ツ
ヒ
一
人
、
三
五
プ
フ
ヱ
シ
一
マ
ヒ
二
人
、
・
以
上
同
人
は
凶
五
プ
フ
ェ
ン
一
一
ザ
ヒ
へ
、
ニ
カ
プ
フ
ェ
ン
ニ
ツ
ヒ
一
人

ほ
三
五
プ
フ
ェ
ン
一
ァ
ヒ
ヘ
、
変
更
さ
れ
て
、
ぞ
の
比
率
で
請
負
債
銀
が
配
分
さ
れ
た
の
で
あ
る
ω

問
題
は
散
が
こ
う
し
た
修
正
を
加
え
る
か
主
い

う
点
に
あ
る
u

伍
長
自
身
が
そ
れ
を
行
う
ぱ
あ
い
、
か
れ
は
詰
負
親
方
の
立
場
に
著
し
く
帯
近
ず
る
。
が
い
し
て
職
長
が
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
職
長
の
家
父
長
的
支
配
が
成
立
す
る
余
地
が
多
分
に
あ
る
。
防
車
輔
製
作
や
造
船
等
の
巨
大
な
組
立
組
、
ャ
イ
デ
ル
ス
の
い
う

集
団
制
冨

E
Eロ
}8目。ロ
Z
に
は
、
多
数
の
作
業
組
を
統
合
す
る
頂
点
に
典
型
的
な
組
長
問
。
-o回
目
ロ
冒
宵

2
が
あ
り
、
「
そ
白
人
柄
。
な
か
に
は

古
い
詰
負
親
万
制
が
、
た
と
え
形
態
で
は
維
持
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
本
質
的
に
は
最
も
完
全
に
近
代
的
大
経
営
の
内
部
に
維
持
さ
れ
て
い
る
」
と

い
う

(
C
T
t
F
S
R
O
J
印
ω
一
目
J
呂
〕
Q

た
ー
と
え
ば
、
九

O
C人
の
労
働
者
を
も
っ
ケ
ル
ソ
の
一
車
胴
工
場
は
、
客
車
の
内
外
鉄
製
部
分
自

に
め
に
各
々
二

1
二

O
人
の
一

O
η
仕
上
工
組
、
木
製
車
台
組
立
や
内
部
の
指
物
作
業
の
た
め
に
種
々
の
大
き
さ
の
二
五
の
指
物
工
組
、
合
計
三
五

の
組
を
有
し
亡
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
最
大
の
車
柄
工
場
は
一
九

O
四
年
に
二
、
五

O
O人
。
労
働
者
を
雇
傭
し
、
そ
の
う
ち
一
、
有

0
0人
は
組

請
負
、
二

O
O人
り
補
助
労
働
者
は
日
給
、

λ
0
0人
は
個
別
請
負
で
就
業

L
、
客
車
組
立
の
み
で
各
々
凹

l
一
人
人
心
ニ

O
以
ょ
の
組
が
形
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
多
数
の
組
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
団
組
が
、
組
長
の
統
一
的
指
揮
の
も
と
に
、
し
ば
し
ば
半
年
近
く
継
続
す
る
請
負
作
業
を
遂

行
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
請
負
宜
銀
の
配
分
は
日
拾
を
基
準
と
し
て
行
わ
れ
る
と
し
て
も
、
組
長
は
、
組
内
部
の
時
間
賃
銀
平
を
随
時
に
変
更
す
る
権

限
を
掌
握
し
て
、
事
実
上
の
請
負
親
方
と
し
て
機
能
す
る
。
こ
う
し
た
請
負
親
方
制
の
根
強
い
残
存
は
ど
う
し
た
理
由
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

モ
の
理
由
む
一
つ
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
来
固
に
お
け
る
よ
う
な
標
耳
車
柵
〔
す
え
て
の
競
争
蝕
道
で
斉
一
に
刑
周
さ
れ
る
)
を
製
作
す
る
に
い
た
る
ま
で
生
産

の
規
格
化
が
進
ん
で
い
な
い
ド
イ
ツ
で
は
、
車
醐
工
場
が
一
定
の
請
負
価
格
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
客
観
的
基
準
に
基
づ
く
労
働
過

程
の
規
制
よ
り
も
、
組
長
に
よ
る
労
働
過
程
の
規
制
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
て
く
る
点
を
拳
げ
る
こ
と
出
で
き
よ
う
。
こ
の
問
題
は
、
さ
ら
に
、
標

、

、

、

、

司

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

準
車
輔
に
よ
る
生
庄
の
規
格
化
を
成
立
さ
栓
た
ア
メ
リ
カ
合
最
国
の
市
場
構
造
と
、
な
お
そ
れ
を
成
立
さ
せ
え
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
の
市
場
構
造
と
の

差
異
に
関
連
さ
せ
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
〔
〈
包

C

Y戸
己
切
-
a
一
色
。
一
目
印

3
1
g
-
)。

レ
ー
グ
ェ
祉
は
二

0
0種
類
以
上
の
機
械

1
器
具
の
註
文
生
産
を
行
っ
て
き
た
が
、
一
八
九

0
年
代
と
く
に
フ
ッ
テ
ン
荷
の
新
鋭
丁
場
の
設
立
以
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後
、
一
定
種
組
の
機
械
H
H
掠
具
の
見
込
生
産
に
重
点
を
格
行
さ
せ
て
、
徐
々
に
よ
量
生
産
方
式
を
実
現
す
る
基
礎
を
か
た
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で

お
る

(
n
E且
R
U。
由

回

目

印

A
U
E
2
5向
。

F
お

お

。

、

∞

出

品

中

古

色

1
怠
ヨ
]
白
河

2
n
Z戸
嗣

a
o
m
u
y

ω
工
場
内
分
業
の
未
成
熟
な
ぽ
あ
い
の
労
働
者
の
多
面
的
労
働
り
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
前
に
は
、
旋
盤
工
や
仕
上
工
は
、
そ
の
機
峡
で
使
用

し
た
工
具
、
た
と
え
ば
旋
盤
バ
イ
ト
会
自
身
で
鍛
造
し
、
焼
入
れ
し
、
ま
た
研
磨
し
た
だ
け
で
な
く
、
悔
理
も
行
つ
に
し
乙
い
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S
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h
h
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F
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S
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ヨ
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あ

と

カミ

き

手
工
業
的
機
械
作
業
場
に
沿
げ
る
親
方
1
職
人
1
徒
弟
の
家
父
長
的
な
労
働
関
係
は
、

十
九
世
紀
中
莱
白
工
場
制
へ
の
移
行
の
の
ち

も
、
中
間
親
方
制
な
い
し
請
負
親
方
制
と
し
て
、
工
場
内
部
請
負
制
へ
再
編
成
さ
れ
な
が
ら
根
強
く
残
存
し
た
。
も
と
よ
り
、
機
械
制

生
産
白
発
展
に
と
も
な
う
労
働
過
程
D
変
化
中
工
場
内
分
業
の
進
展
は
、
企
業
主
と
労
働
者
の
中
間
層
た
る
職
長
白
帥
労
働
過
程
の
指

揮
と
監
督
、
例
労
働
者
の
賃
銀
の
決
定
、
ゆ
労
働
者
白
採
用
と
解
聴
等
白
広
汎
な
権
限
に
基
づ
く
家
父
長
的
一
な
旧
型
の
労
働
関
係
金
解

体
し
亡
、
徐
々
に
、
労
働
者
の
作
業
能
力
の
測
定
基
準
主
制
度
的
に
表
示
た
い
し
協
定
す
る
合
理
的
た
新
型
の
労
働
関
係
の
形
成
主
促

し
た
。
た
と
え
ば
、
レ

l
V
ェ
社
白
ば
あ
い
、
技
術
と
労
働
過
程
が
固
定
し
て
伝
統
が
支
配
す
る
鍛
造
部
門
に
お
ピ
て
は
、
鍛
冶
職
長

-
横
座
(
請
負
親
方
〕

1
先
手
白
利
益
共
同
態
に
基
づ
く
家
父
長
的
た
労
働
闘
係
が
支
配
し
、
旧
型
の
労
働
者
の
新
型
の
そ
れ
へ
の
交

代
(
労
働
力
の
質
の
変
化
)
も
認
め
ら
れ
な
い
。
鋳
型
職
長
(
請
負
親
方
)
を
主
軸
と
す
る
鋳
物
部
門
の
労
働
関
係
も
こ
れ
と
相
似
的
で
あ

る
が
、
鋳
型
工
の
頑
強
な
組
織
的
低
抗
に
よ
り
、
仲
裁
委
員
会
の
設
置
平
労
資
聞
の
協
定
が
進
展
し
た
。
こ
れ
に
反
し

τ、
労
働
過
程

日
変
化
と
工
場
内
分
業
の
進
展
が
著
し
い
機
械
H
H
器
具
製
作
部
門
で
は
、
新
型
D
労
働
関
係
白
形
成
干
労
働
力
の
質
臼
変
化
は
最
も
進

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
伺
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九
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へ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
仲

第
八
十
九
巻

。
第

号

/、。

捗
し
て

b
H、
職
長
の
機
能
も
労
働
過
程
の
指
揮
と
監
督
に
徐
々
に
制
限
さ
れ

τゆ
く
傾
FM
が
一
不
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
労
働
関
係

の
い
わ
ば
継
起
的
な
発
展
傾
向
を
一
示
す
諾
類
型
が
、
同
一
工
場
内
の
諸
丑
産
部
門
と
し
て
並
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
規
定
的
み
な
労

働
関
係
は
た
お
多
様
な
形
態
で
維
持
さ
れ
て
阿
る
詰
負
親
方
制
で
あ
る
。
こ
の
請
負
親
方
制
の
一
根
強
い
残
存
主
究
明
す
る
た
め
一
に
は
、

労
働
過
程
の
変
化
キ
工
場
内
分
業
の
進
展
を
制
約
す
る
ド
イ
ツ
の
市
場
構
造
戸
社
会
的
分
業
の
形
態
)
の
特
質
と
の
関
連
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
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民事

小
論
は
昭
和
三
六
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
共
同
研
究
「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
展
と
『
賃
労
働
」
の
存
在
形
態
」
の
筆
者
担

当
部
分
に
か
ん
寸
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


